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認知症治療学講座

本井　ゆみ⼦

開設の⽬的・概要　等

2024より認知症基本法が施⾏され認知症患者をめぐる社会体制が整備されつつある。認知症治療学講座では認知症治療を⽬的とした基礎研究と臨床研究を⾏う。基礎研究としてはアルツハイマー神経原線維変化の構成
成分であるタウ蛋⽩に焦点をあて、①シード依存性タウ凝集を基板とした⾎液マーカー開発、②シード依存性タウ凝集薬スクリーニング、③危険因⼦であるアポＥとの相互作⽤の分⼦メカニズム解明を⽬指す。臨床では認知症疾
患医療センター物忘れ外来受診患者のデータベース作成をおこない、3DT1MRI画像を⻑期にfollowすることにより、認知機能進⾏度との対⽐および予後予測④、アミロイド沈着との関連研究⑤を⾏う。更に、介護施設におけ
るBPSD発症の予防にむけた合同の検討会⑥やBPSD発症抑制の試みを⾏う。


